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特別措置法  

（
目
的
）
 
 

第
姦
 
こ
の
法
律
は
、
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
療
が
傷
病
者
の
救
命
、
後
遺
症
の
軽
減
等
に
果
た
す
役
割
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
、
救
急
医
療
用
ヘ
リ
 
 
 

コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
療
の
全
国
的
な
確
保
を
図
る
た
め
の
特
別
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
良
質
か
つ
適
切
な
救
急
医
療
を
効
率
的
に
提
供
す
る
体
制
の
確
保
に
 
 
 

寄
与
し
、
も
っ
て
国
民
の
健
康
の
保
持
及
び
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 
 
 

（
定
盤
華
 
 

第
二
条
 
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
い
う
。
 
 

一
救
急
医
療
に
必
要
な
機
器
を
装
備
し
、
及
び
医
薬
品
を
搭
載
し
て
い
る
こ
と
。
 
 
 

二
救
急
医
療
に
係
る
高
度
の
医
療
を
提
供
し
て
い
る
病
院
の
施
設
と
し
て
、
そ
の
敷
地
内
そ
の
他
の
当
該
病
院
の
医
師
が
直
ち
に
搭
乗
す
る
こ
と
の
で
き
る
場
所
に
配
備
さ
 
 

れ
て
い
る
こ
と
。
 
 
 

（
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
療
の
確
保
に
関
す
る
施
策
の
目
標
等
）
 
 

第
三
条
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
療
の
確
保
に
関
す
る
施
策
は
、
医
師
が
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
搭
乗
し
て
速
や
か
に
傷
病
者
の
現
在
す
る
場
所
 
 
 

に
行
き
、
当
該
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
装
備
し
た
機
器
又
は
搭
載
し
た
医
薬
品
を
用
い
て
当
該
傷
病
者
に
対
し
当
該
場
所
又
は
当
該
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
機
 
 
 

内
に
お
い
て
必
要
な
治
療
を
行
い
つ
つ
、
当
該
傷
病
者
を
速
や
か
に
医
療
機
関
そ
の
他
の
場
所
に
搬
送
す
る
こ
と
の
で
き
る
態
勢
を
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
つ
つ
全
国
的
に
 
 

（
医
療
法
の
基
本
方
針
に
定
め
る
事
項
）
 
 

第
四
条
厚
生
労
働
大
臣
は
、
医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
三
十
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
基
本
方
針
（
次
条
第
表
に
お
い
て
「
基
本
方
針
」
と
い
 
 

一
笑
）
に
、
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
療
の
確
保
に
関
す
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。
 
 
 

2
 

整
備
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
も
の
と
す
る
。
 
 
 

前
項
の
施
策
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
次
に
掲
げ
る
事
項
に
留
意
し
て
行
わ
れ
る
も
の
と
す
る
。
 
 

一
傷
病
者
の
医
療
機
関
そ
の
他
の
場
所
へ
の
搬
送
に
関
し
、
必
要
に
応
じ
て
消
防
機
関
、
海
上
保
安
庁
そ
の
他
の
関
係
機
関
と
の
連
携
及
び
協
力
が
適
切
に
図
ら
れ
る
こ
と
。
 
 

二
 
へ
き
地
に
お
け
る
救
急
医
療
の
確
保
に
寄
与
す
る
こ
と
。
 
 

三
 
都
道
府
県
の
区
域
を
超
え
た
連
携
及
び
協
力
の
体
制
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
。
 
 

救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
・
を
用
い
た
救
急
医
療
の
確
保
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
百
三
号
）
 
 



（
医
療
計
画
に
定
め
る
事
項
）
 
 

第
五
条
 
都
道
府
県
は
、
医
療
法
第
三
十
条
の
四
第
二
唄
の
規
定
に
基
づ
き
、
基
本
方
針
に
即
し
て
、
か
つ
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
同
項
に
規
定
す
る
医
療
計
画
を
定
め
、
 
 
 

又
は
同
法
第
三
十
条
の
六
の
規
定
に
基
づ
き
こ
れ
を
変
更
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
医
療
計
画
に
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
療
の
確
保
に
つ
い
て
定
め
 
 
 

る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。
 
 

一
都
道
府
県
に
お
い
て
達
成
す
べ
き
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
療
の
確
保
に
係
る
目
標
に
関
す
る
事
項
 
 
 

t
一
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
療
を
提
供
す
る
病
院
（
以
下
単
に
「
病
院
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
事
項
 
 
 

三
 
次
条
に
規
定
す
る
関
係
者
の
連
携
に
関
す
る
事
項
 
 

2
 
都
道
府
県
は
、
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
療
が
、
隣
接
し
又
は
近
接
す
る
都
道
府
県
に
ま
た
が
っ
て
確
保
さ
れ
る
必
要
が
あ
 
 
 

る
と
認
め
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
都
道
府
県
と
連
絡
調
整
を
行
う
も
の
と
す
る
。
 
 
 

（
関
係
者
の
連
携
に
関
す
る
措
置
）
 
 

第
六
条
 
都
道
府
県
は
、
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
療
の
提
供
が
行
わ
れ
る
地
域
ご
と
に
、
病
院
の
医
師
、
消
防
機
関
、
都
道
府
県
及
び
市
町
村
の
職
口
早
 
 
 

診
療
に
関
す
る
学
識
経
験
者
そ
の
他
の
関
係
者
に
よ
る
次
に
掲
げ
る
基
準
の
作
成
等
の
た
め
の
協
議
の
場
を
設
け
る
等
、
関
係
者
の
連
携
に
関
し
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
 
 
 

と
す
る
。
 
 

一
当
該
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
出
動
の
た
め
の
病
院
に
対
す
る
傷
病
者
の
状
態
等
の
連
絡
に
関
す
る
基
準
 
 

一
一
当
該
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
出
動
に
係
る
消
防
機
関
等
と
病
院
と
の
連
絡
体
制
に
関
す
る
基
準
 
 
 

（
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
着
陸
の
場
所
の
確
保
）
 
 

第
七
条
 
国
、
都
道
府
県
、
市
町
村
、
道
路
管
理
者
（
道
路
管
理
者
に
代
わ
っ
て
そ
の
権
限
を
行
う
者
を
含
む
。
）
そ
の
他
の
者
は
、
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
着
陸
の
場
 
 
 

所
の
確
保
に
関
し
必
要
な
協
力
を
求
め
ら
れ
た
嬰
口
に
は
、
こ
れ
に
応
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。
 
 
 

（
補
助
）
 
 

第
八
条
 
都
道
府
県
は
、
病
院
の
開
設
者
に
対
し
、
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
療
の
提
供
に
要
す
る
曹
用
の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

2
 
国
は
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
都
道
府
県
に
対
し
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
都
道
府
県
が
前
項
の
規
定
に
よ
り
補
助
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
が
 
 
 

で
き
る
。
 
 
 

（
助
成
金
交
付
事
業
を
行
う
法
人
の
登
録
）
 
 

第
九
条
 
病
院
の
開
設
者
に
対
し
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
療
の
提
供
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
た
め
の
助
成
金
を
交
付
す
る
事
業
で
あ
っ
て
厚
生
労
働
省
 
 
 



令
で
定
め
る
も
の
（
以
下
「
助
成
金
交
付
事
芦
と
い
ナ
毛
）
を
行
う
官
利
を
目
的
と
し
な
い
法
人
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
登
録
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

2
 
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
法
人
は
、
前
項
の
登
録
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
 
 

一
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
取
り
消
さ
れ
、
そ
の
取
消
し
の
目
か
ら
二
年
を
経
過
し
な
い
法
人
 
 
 

二
 
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
取
消
し
の
旦
削
三
十
日
以
内
に
そ
の
取
消
し
に
係
る
法
人
の
業
務
を
行
う
管
貝
で
あ
っ
た
者
で
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
 
 

な
い
も
の
が
そ
の
業
務
を
行
う
役
員
と
な
っ
て
い
る
法
人
 
 

3
 
厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
一
項
の
登
録
の
申
請
を
し
た
法
人
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
適
合
し
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

一
助
成
金
交
付
事
業
に
関
す
る
基
金
で
あ
っ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
を
設
け
、
助
成
金
交
付
事
業
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
こ
と
を
条
件
と
し
 
 
 

て
政
府
及
び
都
道
府
県
以
外
の
者
か
ら
払
え
ん
さ
れ
た
金
額
の
合
計
額
を
も
っ
て
こ
れ
に
充
て
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
 
 
 

二
 
助
成
金
交
付
事
業
を
全
国
的
に
適
正
か
つ
確
実
に
行
う
に
足
り
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
襲
口
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
 
 
 

（
報
告
又
は
資
料
の
提
出
）
 
 

第
十
条
 
厚
生
労
働
大
臣
は
、
助
成
金
交
付
事
業
の
適
正
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
前
条
第
一
項
の
登
録
を
受
け
た
法
人
に
対
し
、
そ
の
業
務
又
は
 
 
 

経
理
の
状
況
に
関
し
報
告
又
は
資
料
の
提
出
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

（
指
導
及
び
助
言
）
 
 

第
十
一
条
 
厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
九
条
第
一
項
の
登
録
を
受
け
た
法
人
に
対
し
、
助
成
金
交
付
事
業
が
円
滑
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
必
要
な
指
導
及
び
助
言
を
行
う
よ
う
努
め
 
 
 

る
も
の
と
す
る
。
 
 
 

（
登
録
の
取
消
し
）
 
 

第
十
二
条
 
厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
九
条
第
一
項
の
登
録
を
受
け
た
法
人
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

一
不
正
の
手
段
に
よ
り
第
九
条
第
一
項
の
登
録
を
受
け
た
と
き
。
 
 
 

二
 
第
九
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
要
件
に
適
合
し
な
く
な
っ
た
と
き
。
 
 
 

三
 
第
十
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
若
し
く
は
資
料
の
提
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
若
し
く
は
資
料
の
提
出
を
し
た
と
き
。
 
 
 

四
 
こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。
 
 
 

（
公
示
）
 
 

第
十
三
条
 
厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
九
条
第
一
項
の
登
録
を
し
た
と
き
及
び
前
条
の
規
定
に
よ
り
同
項
の
登
録
を
取
り
消
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
官
報
に
公
示
し
な
け
れ
ば
な
 
 
 

ら
な
い
。
 
 
 



（
厚
生
労
働
省
令
へ
の
委
任
）
 
 

第
十
四
条
第
九
条
か
ら
前
条
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
第
九
条
第
蒜
ハ
の
登
録
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
。
 
 

附
 
則
 
 

（
施
行
期
日
）
 
 

1
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
目
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
九
条
か
ら
第
十
四
条
ま
で
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
馨
し
て
壷
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
零
で
定
 
 
 

め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
 
 
 

（
健
康
保
険
等
の
適
用
に
係
る
検
討
）
 
 

2
政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
三
年
を
目
途
と
し
て
、
誓
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
療
の
提
供
の
効
果
、
救
急
医
療
の
提
供
に
要
す
る
費
用
の
負
担
の
在
 
 

り
方
等
を
契
し
、
警
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
療
の
提
供
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
診
療
に
要
す
る
も
の
に
つ
い
て
、
健
康
保
険
法
（
大
正
十
＝
竿
法
律
第
 
七
十
号
）
、
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
号
）
そ
の
他
の
医
療
に
関
す
る
給
付
に
つ
い
て
定
め
る
法
令
の
規
定
に
基
づ
く
支
払
に
つ
い
て
検
討
を
 
 
 

行
い
＼
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。
 
 

4
 
 
 



救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
療
の
確
保
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
十
九
年
政
令
第
百
九
十
二
号
）
 
 

内
閣
は
、
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
療
の
確
保
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
百
三
号
）
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
 
 

を
制
定
す
る
。
 
 

救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
療
の
確
保
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
国
の
都
道
府
県
に
対
す
る
補
助
金
の
額
は
、
各
年
度
に
お
い
 
 

て
都
道
府
県
が
同
条
第
毒
の
規
定
に
よ
り
補
助
す
る
額
（
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
運
航
に
関
す
る
費
用
等
を
勘
案
し
て
塁
労
働
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
 
 

し
た
額
を
限
度
と
す
る
。
）
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。
 
 

附
 
則
 
 

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
目
か
ら
施
行
す
る
。
 
 
 



「救急医療用ヘリコプターを用いた救急医療の確保に関する特別措   

置法」の成立経緯（法案提出から公布まで）  

平成18年7月～11月  

与党ドクターヘリワーキングチーム（全10回開催）  

において、法案の内容を検討  

平成19年  

4月26日 参議院厚生労働委員会において、法案を同委員会より  

提出する旨決定  

4月27日 参議院本会議において、 法案採決  

6月15日 衆議院厚生労働委員会において、法案採決  

6月19日 衆議院本会議において、法案採決  

6月27日 法律公布（一部を除き、同日、施行）  

－6－   



医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
 
（
抄
）
 
 
 

第
五
章
 
医
療
提
供
体
制
の
確
保
 
 

第
一
節
基
本
方
針
 
 

第
三
十
条
の
三
塁
労
禦
臣
は
、
良
質
か
つ
適
切
な
医
療
を
肇
的
に
提
供
す
る
体
制
の
確
保
（
以
下
「
医
療
提
供
体
制
の
確
保
」
と
い
、
ヱ
を
図
る
た
め
の
基
本
的
な
 
 

方
針
（
以
下
「
基
本
方
針
」
と
い
ナ
ス
）
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。
 
 

2
 
基
本
方
針
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。
 
 

一
医
療
提
供
体
制
の
確
保
の
た
め
講
じ
よ
う
と
す
る
施
策
の
基
本
と
な
る
べ
き
事
項
 
 
 

二
 
医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
関
す
る
調
査
及
び
研
究
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
 
 
 

三
 
医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
係
る
目
標
に
関
す
る
事
項
 
 

四
医
療
提
供
施
設
相
互
間
の
璧
の
鎧
及
び
蓑
の
連
萱
び
に
纂
を
受
け
暑
に
対
す
る
医
療
璧
に
関
す
る
情
報
の
提
供
の
萱
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
 
 
 

五
 
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
看
護
師
そ
の
他
の
医
療
従
童
者
の
確
保
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
 
 
 

六
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
医
療
計
画
の
作
成
及
び
医
療
計
画
に
基
づ
く
事
業
の
実
施
状
況
の
評
価
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
 
 
 

七
 
そ
の
他
医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
関
す
る
重
要
事
項
 
 

3
厚
生
労
働
大
臣
は
、
基
本
方
針
を
定
め
、
又
は
こ
れ
を
変
更
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。
 
 

第
二
節
医
療
計
画
 
 

第
三
十
条
の
四
都
道
府
県
は
、
基
実
針
に
即
し
て
、
か
つ
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
当
該
都
道
府
県
に
お
け
る
纂
提
供
体
制
の
確
保
を
図
る
た
め
の
計
画
（
以
下
「
医
 
 
 

療
計
画
」
と
い
一
笑
）
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。
 
 

2
 
医
療
計
画
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。
 
 

四 三  

関
す
る
事
項
 
 
 

医
療
連
携
体
制
に
お
け
る
医
療
機
能
に
関
す
る
情
報
の
提
供
の
推
進
に
関
す
る
事
項
 
 

生
活
習
慣
病
そ
の
他
の
国
民
の
健
康
の
保
持
を
図
る
た
め
に
特
に
広
範
か
つ
継
続
的
な
医
療
の
提
供
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
疾
病
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
 
 

の
治
療
又
は
予
防
に
係
る
事
業
に
関
す
る
事
項
 
 
 

都
道
府
県
に
お
い
て
達
成
す
べ
き
第
四
号
及
び
第
五
号
の
事
業
の
目
標
に
関
す
る
事
項
 
 

第
四
号
及
び
第
五
号
の
事
業
に
係
る
纂
連
携
体
制
（
医
療
提
供
施
設
相
互
間
の
機
能
の
分
担
及
び
業
務
の
連
携
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制
を
い
一
笑
以
下
同
じ
。
）
 
 



五
 
次
に
掲
げ
る
医
療
の
確
保
に
必
要
な
事
業
（
以
下
「
救
急
医
療
等
確
保
事
業
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
事
項
（
ハ
に
掲
げ
る
医
療
に
つ
い
て
は
、
そ
の
確
保
が
必
要
な
場
 
 
 

合
に
限
る
。
）
 
 
 

イ
 
救
急
医
療
 
 

口
 
災
害
時
に
お
け
る
医
療
 
 

ハ
 
へ
き
地
の
医
療
 
 

二
 
周
産
期
医
療
 
 
 

ホ
 
小
児
医
療
（
小
児
救
急
医
療
を
含
む
。
）
 
 
 

ヘ
 
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
都
道
府
県
知
事
が
当
該
都
道
府
県
に
お
け
る
疾
病
の
発
生
の
状
況
等
に
照
ら
し
て
特
に
必
要
と
認
め
る
医
療
 
 
 

六
 
居
宅
等
に
お
け
る
医
療
の
確
保
に
関
す
る
事
項
 
 
 

七
 
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
看
護
師
そ
の
他
の
医
療
従
事
者
の
確
保
に
関
す
る
事
項
 
 
 

八
 
医
療
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
事
項
 
 
 

九
 
地
域
医
療
支
援
病
院
の
整
備
の
目
標
そ
の
他
医
療
機
能
を
考
慮
し
た
医
療
提
供
施
設
の
整
備
の
目
標
に
関
す
る
事
項
 
 
 

十
 
主
と
し
て
病
院
の
病
床
（
次
号
に
規
定
す
る
病
床
並
び
に
精
神
病
院
、
感
染
症
病
床
及
び
結
核
病
床
を
除
く
。
）
及
び
診
療
所
の
病
床
の
整
備
を
図
る
べ
き
地
域
的
単
位
 
 
 

と
し
て
区
分
す
る
区
域
の
設
定
に
関
す
る
事
項
 
 
 

十
一
二
以
上
の
前
号
に
規
定
す
る
区
域
を
併
せ
た
区
域
で
あ
つ
て
、
主
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
特
殊
な
医
療
を
提
供
す
る
病
院
の
療
養
病
床
又
は
一
般
病
床
で
あ
 
 

っ
て
当
該
医
療
に
係
る
も
の
の
整
備
を
図
る
べ
き
地
域
的
単
位
と
し
て
の
区
域
の
設
定
に
関
す
る
事
項
 
 
 

十
二
 
療
養
病
床
及
び
一
般
病
床
に
係
る
基
準
病
床
数
、
精
神
病
床
に
係
る
基
準
病
床
数
、
感
染
症
病
床
に
係
る
基
準
病
床
数
並
び
に
結
核
病
床
に
係
る
基
準
病
床
数
に
関
す
 
 

る
事
項
 
 
 

十
三
 
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
関
し
必
要
な
事
項
 
 

3
～
1
2
 
〔
略
〕
 
 

第
三
十
条
の
六
 
都
道
府
県
は
、
少
な
く
と
も
五
年
ご
と
に
第
三
十
条
の
四
第
二
項
第
言
了
及
び
第
九
号
に
定
め
る
目
標
の
達
成
状
況
並
び
に
同
項
各
号
（
第
言
号
及
び
第
九
号
 
 
 

を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
調
査
、
分
析
及
び
評
価
を
行
い
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
都
道
府
県
の
医
療
計
画
を
変
更
す
る
も
の
と
す
る
。
 
 
 



第47。3号  
匡麺］  

平成19年11月6日 火曜日  

守
苦
 
言
芸
道
諒
恕
轟
音
善
道
聖
璧
聖
子
〓
J
一
党
李
静
 
 
 

品
名
和
 
 
 

せ
響
斗
 
コ
聖
≡
窒
こ
扁
】
り
［
一
括
 
 
 

熔
岩
酷
 
コ
票
コ
畠
令
〓
辺
∽
○
□
拝
 
 
 

借
唐
音
 
雫
罠
ト
ニ
T
一
皿
い
ロ
拝
 
 
 

せ
蓋
闇
 
上
妄
言
音
〓
］
ロ
Ⅱ
匿
 
 
 

悩
茸
百
・
甥
誇
∞
扇
】
N
通
ご
］
止
川
 
 

「
軒
望
エ
±
］
準
毒
草
事
Ⅱ
童
｝
当
N
軸
芸
 
 
 

事
豆
誤
 
二
票
ニ
∽
∽
個
ト
ニ
岩
↓
コ
鰐
 
 

前
菜
 
光
軸
撃
砕
米
国
芸
諒
l
↓
［
一
－
霊
準
〓
・
劇
 
 
 

ペ
ニ
坤
メ
・
u
革
も
・
ベ
リ
慨
 
二
翌
コ
宜
葦
冥
孟
」
［
 
 
 

上
・
‥
 
 

河
芸
 
冷
昇
彗
愕
信
一
政
一
甲
澤
海
u
］
．
ふ
〓
二
鱒
；
虎
 
 
 

瀕
事
止
バ
 
ロ
m
書
ミ
音
〓
通
望
口
梓
 
 

・
辞
誉
 
等
親
三
麺
川
茸
雪
消
ニ
」
革
－
涼
－
N
］
か
預
芸
風
 
 
 

革
帯
≠
一
重
芋
蔓
刊
ご
票
－
ロ
辞
 
 

群
雲
 
h
サ
準
嬰
望
二
豊
津
輔
笥
N
」
回
丁
一
事
－
－
N
O
∽
朝
 
 
 

型
禦
嘲
 
岩
芸
岳
や
革
票
莞
這
 
 

・
苦
労
 
米
封
賀
田
幹
丙
落
着
∽
↓
四
－
〕
轟
－
凍
 
 
 

妙
義
詰
 
責
苔
N
N
音
N
コ
N
∽
E
一
件
 
 
 

舛
遥
浬
 
コ
彗
［
一
帖
宣
‖
N
迦
N
コ
ロ
杵
 
 
 

砂
業
－
 
董
苫
∽
N
個
‥
ご
山
U
－
ロ
梓
 
 
 

怜
兆
単
一
義
挙
u
∽
音
～
こ
ご
¢
Ⅱ
捨
 
 

南
雲
 
詩
溝
渠
》
諒
童
話
替
瑠
∽
↓
ロ
忘
東
－
邦
 
 
 

字
章
＝
「
 
元
首
〕
N
葦
〓
逗
拐
［
一
掃
 
 

荷
芸
 
欝
溝
渾
怖
詰
責
オ
宗
N
↓
血
企
貌
ふ
郎
 
 
 

琴
芝
巨
 
義
署
設
苛
〓
山
∽
［
一
掃
 
 

帝
茸
 
的
中
軸
土
」
．
鈎
鼻
同
封
召
ヨ
コ
M
単
産
い
 
 
 

紗
諦
蹄
 
コ
一
望
苧
岩
音
】
N
コ
N
り
ロ
拝
 
 

宗
望
 
於
ホ
甑
責
苛
同
浄
写
8
砂
山
」
、
皿
N
N
墓
碑
経
 
 
 

済
卸
議
 
二
彗
ニ
㌫
欄
」
ェ
∽
□
拝
 
 

辞
誉
 
線
ぎ
頭
語
斎
諸
雨
一
首
≡
↓
片
宗
岩
申
巨
岩
 
 
 

揚
蒔
責
 
義
書
㌫
音
∽
」
］
¢
□
拾
 
 

前
言
 
纏
富
洒
障
∃
土
三
／
重
昂
卜
r
↓
正
－
芸
芸
こ
 
 
 

芋
械
薄
 
轟
き
当
昔
日
適
∞
江
蜂
 
 
 

常
鮎
宗
 
表
書
き
音
l
N
適
ロ
［
一
鰐
 
 
 

苦
警
7
 
旦
羞
㍍
音
声
雪
ご
道
 
 
 

草
恕
蒜
 
莞
染
料
童
－
○
逗
N
O
E
一
緯
 
 
 

≡
彗
持
 
崩
羞
這
儲
？
雲
空
送
 
 

辞
箋
 
織
彗
海
軍
昂
事
且
れ
茹
≡
1
朝
叫
彗
詔
り
現
存
ゆ
 
 
 

荒
詩
宗
 
コ
～
芸
コ
芸
令
⊆
】
だ
岩
正
拝
 
 

苧
七
－
蝉
ざ
窄
宰
率
学
習
型
一
］
高
言
「
〓
址
∽
轟
苫
 
 
 

韻
地
顔
 
二
望
ニ
∽
N
苛
の
道
八
【
E
一
件
 
 

荷
蟄
 
車
中
無
事
芸
誇
寧
ぶ
琴
ニ
↓
N
尊
－
？
灘
 
 
 

埜
望
完
一
塁
雪
盲
品
寧
王
道
 
 

誇
ヨ
 
線
富
海
喘
［
こ
‥
丁
弐
ユ
」
彗
≡
］
．
N
↓
m
一
↓
溺
岸
∽
∽
 
 
 

抄
栄
－
 
コ
翌
日
N
∽
溝
∞
」
］
忘
□
帰
 
 
 

瀬
一
叫
≠
 
責
苦
N
∽
令
N
一
］
岩
Ⅱ
梓
 
 
 

静
・
璽
望
粁
 
肩
章
g
葦
〓
だ
≒
這
 
 
 

紛
嘩
葦
 
責
苦
∽
N
葦
A
適
ト
N
E
一
持
 
 
妙
掛
声
 
二
聖
二
笠
苛
ご
」
‥
山
E
一
躍
 
 

辞
認
 
抽
皆
瀬
諌
義
認
琴
丘
〓
．
］
．
甲
芸
轟
露
 
 
 

骨
島
－
 
還
吾
N
－
朝
⊆
適
N
ご
］
締
 
 
 

寧
腎
¶
 
烹
芸
謹
聴
？
票
望
道
 
 
 

場
増
琳
 
晶
苔
畠
罰
N
加
N
竺
］
梓
 
 
 

瀬
旦
丑
 
【
空
莞
已
で
〓
岩
完
忘
 
 

野
当
 
〕
準
準
買
里
璧
禦
誓
喜
ヲ
∵
コ
慧
芸
貰
烹
 
 
 

朝
義
認
 
愚
書
∽
〕
欄
の
適
竺
］
肝
 
 

要
潔
 
止
讐
這
芸
蒜
毒
血
巨
眉
「
〓
－
ご
渦
差
 
 
 

潮
蘇
〓
 
冠
着
N
皿
欄
¢
冠
－
ご
山
幹
 
 

轟
富
 
源
富
海
衰
）
叫
‡
掛
か
蒜
≡
｝
t
J
付
∽
酌
吉
山
 
 
 

両
生
畠
芯
椰
 
【
鱒
署
巴
加
］
こ
山
一
E
一
陣
 
 

・
宿
望
 
水
田
翻
ユ
叫
番
阿
川
叫
長
山
↓
田
山
の
執
さ
 
 
 

倒
淋
糎
 
コ
氾
苫
空
欄
の
血
N
讐
］
陣
 
 
 

紗
神
器
 
個
昌
じ
欄
0
0
迦
」
一
山
辞
 
 

前
潔
 
か
砧
師
事
祁
巨
同
法
彗
匝
t
ヾ
↓
Ⅷ
岩
○
－
蛛
露
 
 
 

紗
霜
綽
 
遺
書
∽
料
令
企
迦
－
讐
］
梓
 
 

・
再
認
 
梅
岩
麺
仲
田
謀
彗
鼎
談
昂
「
↓
皿
∽
0
0
倒
吉
↓
 
 
 

昭
司
吋
 
【
璧
菖
泣
で
こ
〓
完
這
 
 
 

導
帯
頬
 
義
曽
N
N
罰
↓
加
N
コ
辞
 
 
 

世
慧
常
 
三
等
姦
碩
？
空
〓
道
 
 

南
望
滑
鱒
準
鱒
革
声
と
云
曇
璧
牢
 
 
 

章
毎
苛
 
遺
著
生
育
の
加
担
Ⅱ
帰
 
 
 

宗
吾
雑
 
品
苦
監
欄
－
○
逝
∽
〓
］
梓
 
 
 

芋
翠
御
 
し
華
岩
慧
で
〓
ご
冥
道
 
 
 

学
蛸
崇
 
個
詰
－
－
欄
の
逝
－
芝
山
悼
 
 

辞
豆
 
岩
対
彗
粋
」
二
弐
岩
舟
≡
↓
‥
l
）
↓
Ⅲ
た
劉
」
叔
 
 
 

翠
率
諮
 
【
璽
百
恵
で
〓
〓
［
］
悼
 
 

辞
望
 
醤
裏
箔
対
米
嘉
彗
嘉
拒
革
汁
瑚
剖
轟
N
N
誌
軸
差
 
 
 

攣
焉
項
 
品
普
竺
割
¢
適
目
口
肝
 
 

・
両
望
 
池
缶
雲
倖
荘
戟
同
封
巨
葺
∽
↓
Ⅲ
t
〕
〕
静
0
0
逓
 
 
 

善
遍
蓋
 
遺
著
畠
朝
日
迦
¶
F
山
陣
 
 

幕
翌
 
光
軸
彗
当
劫
認
珂
什
担
E
↓
川
」
正
－
u
顧
露
－
 

謬
淋
毒
 
選
書
U
∞
滞
日
正
宗
E
］
絆
 
 

・
寄
畑
電
池
 
翁
島
－
○
鼎
－
瓦
N
u
E
一
匠
 
 

、
両
耳
 
隷
別
当
慧
責
苛
画
」
＝
空
昂
∽
↓
皿
忘
軸
産
－
 
 
 

谷
津
潮
 
品
普
】
仏
罰
岩
適
N
∽
［
］
幹
 
 

再
認
 
翠
判
等
軍
学
華
甲
ヒ
璧
戸
∵
コ
器
霊
警
－
山
 
 
 

番
鄭
雨
 
遺
著
舎
欄
↑
適
N
N
［
山
持
 
 

前
潔
 
隷
舛
製
法
蛍
誼
画
け
担
ヨ
叫
N
↓
Ⅶ
t
J
N
餅
巨
こ
 
 
 

蕃
サ
完
 
品
普
畠
鼎
∽
血
の
E
］
辞
 
 

評
語
 
》
而
云
汁
謝
割
増
二
三
封
じ
↓
四
じ
騨
岩
正
 
 
 

雪
学
巽
 
【
空
曹
悪
霊
こ
岩
芸
道
 
 
 

紗
報
笹
淋
 
毒
普
㌫
鳶
∽
適
い
【
Ⅶ
脾
 
 
 

彗
御
善
 
事
島
口
碩
∽
迦
－
Ⅱ
粋
 
 
 

葺
醤
＝
芋
 
個
誇
∞
鼎
¢
b
－
ご
］
肝
 
 

重
器
 
〕
妄
言
高
畠
甲
璧
警
T
ロ
の
尊
－
ロ
即
 
 
 

妙
馳
・
弓
 
義
誉
∽
N
欄
ふ
工
N
コ
］
梓
 
 

京
菜
 
」
皇
空
瑚
渚
牙
翠
吉
宗
琶
唱
∽
↓
［
こ
ト
餅
売
却
 
 
 

浄
灘
匿
 
遠
雷
N
O
罰
］
N
正
↓
□
粋
 
 
 

倒
沸
・
憎
 
責
苦
N
O
稲
山
正
A
Ⅲ
悼
 
 
 

東
沖
寸
 
志
君
監
事
∽
正
昌
一
山
匡
 
 
 

要
望
牌
 
劇
這
ヒ
革
声
ご
諸
芸
 
 

南
潔
 
牙
霜
事
前
叫
間
髪
望
∽
↓
m
〓
－
鞠
〓
－
ヨ
N
J
E
 
 
 

辟
珊
昧
 
還
苫
告
昔
－
コ
㍍
［
一
片
 
 

轟
彗
 
毀
彗
亮
封
連
署
＞
斗
ヨ
r
＼
／
斗
芯
＼
慧
0
0
領
置
－
 
 
 

歯
髄
㌫
脚
 
〔
率
首
崇
点
∴
こ
だ
一
口
蹄
 
 

野
茸
‥
甲
翠
革
帯
錘
甲
軍
部
挙
型
コ
芝
野
吉
 
 
 

柑
吉
日
 
義
習
ぃ
∽
欄
↓
b
－
瓜
□
片
 
 

学
河
川
 
藁
苔
∽
○
常
【
N
適
－
コ
u
膵
 
 
 

選
畠
呂
［
 
T
申
苫
望
玉
ご
〓
山
企
□
音
 
 
 

字
川
禍
 
遍
普
空
音
－
適
u
二
？
帰
 
 
 

学
報
請
 
じ
翌
冨
山
椙
①
包
－
三
］
締
 
 
 

辛
湖
詣
十
爪
 
蛸
島
〕
音
∞
適
〓
□
拝
 
 

辞
望
 
弾
讐
ヨ
計
対
岡
苗
蒔
諸
声
∃
¢
預
昌
－
 
 

耳
認
 
知
雲
呑
一
ぶ
Ⅱ
ヨ
蕃
荊
沖
ヨ
〓
［
＼
［
石
禁
堺
言
㍍
 
 
 

融
和
週
 
コ
翌
≡
∽
稲
N
正
N
【
□
帰
 
 
 

せ
斗
≠
 
日
豊
コ
N
山
備
↓
迦
N
∽
Ⅱ
拝
 
 
 

轟
巴
「
・
［
雫
苫
先
金
㌫
こ
だ
一
口
粋
 
 

・
軒
慧
 
師
資
弐
芽
担
岡
油
壷
眉
畠
轟
差
∽
 
 
 

朝
田
十
万
 
晶
苫
〕
N
葦
0
0
迦
－
N
m
拝
 
 
 

整
斉
淋
 
個
語
敲
稲
『
正
道
q
粁
 
 

諦
認
 
興
彗
軍
針
舞
岡
汁
灘
卜
望
彗
≡
1
N
－
韻
畏
諾
 
 
 

鼎
浩
辞
 
遠
雷
畠
欄
の
適
∽
ロ
貯
 
 

諦
丑
 
沖
彗
弐
薗
沌
開
幕
議
貴
≡
↓
い
隕
孫
露
∽
 
 
 

憫
嚇
鯉
 
義
苦
い
じ
伺
－
崇
蔓
岩
応
 
 

再
認
 
珂
禁
頚
巨
睾
岡
＼
J
ノ
渇
望
認
＼
吉
男
N
∽
曝
さ
 
 
 

倒
獅
十
作
 
品
吾
缶
個
－
適
－
N
Ⅲ
拝
 
 

、
諦
望
 
盗
聴
麺
井
藤
哉
藻
斗
－
］
、
ロ
ー
U
鞠
A
凍
 
 
 

骨
随
喜
 
晶
曽
－
憲
¶
0
0
出
二
〓
芋
幹
 
 
 

働
淘
』
 
コ
Ⅲ
苫
㌫
倒
可
血
∽
Ⅱ
拝
 
 

辞
認
 
写
¶
．
奇
襲
同
額
雲
諒
和
尚
N
↓
田
∽
劉
－
山
－
芸
〕
 
 
 

紗
炬
雨
 
竜
苔
㌫
瑞
岩
血
〓
ロ
締
 
 

○
財
務
省
告
示
第
三
百
七
十
九
号
・
 
 
 

分
離
適
格
振
替
国
債
の
指
定
等
に
関
す
る
省
令
 
（
平
成
 
 

十
四
年
財
務
省
令
第
六
十
六
号
）
 
第
二
粂
第
一
項
に
規
定
 
 

す
る
国
定
の
利
付
国
庫
債
券
を
定
め
る
件
 
（
平
成
十
五
年
 
 

一
月
財
務
省
告
示
第
二
号
）
 
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
 
 

す
る
。
 
 
 

平
成
十
九
年
十
一
月
六
日
 
 

財
務
大
臣
 
額
賀
幅
志
郎
 
 
 

第
五
号
の
次
に
次
の
〓
号
を
加
え
る
。
 
 

六
 
利
付
国
庫
債
券
 
（
四
十
年
）
 
 

年
十
W
月
六
日
か
ら
適
用
す
る
。
 
 
 

平
成
十
九
年
十
〟
月
六
日
 
 

厚
生
労
働
大
臣
 
舛
添
 
要
一
 
 
 

第
四
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
 
 
 

二
 
疾
病
又
は
事
業
ご
と
の
医
療
連
携
体
制
の
あ
り
方
 
 

四
疾
病
及
び
玉
章
業
に
係
る
医
療
連
携
体
制
に
つ
 
 

い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
機
能
に
即
し
て
、
地
域
 
 

の
医
療
提
供
施
設
の
医
療
機
能
を
医
療
計
画
に
明
示
 
 

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
患
者
や
 
 

住
民
に
対
し
、
分
か
り
や
す
い
情
報
提
供
の
推
進
を
 
 

図
る
必
要
が
あ
る
。
 
 

1
 
疾
病
又
は
事
業
ご
と
に
明
示
す
る
機
能
 
 

H
 
が
ん
 
 

が
ん
の
種
別
ご
と
の
専
門
的
な
が
ん
医
療
を
 
 

行
う
機
能
、
緩
和
ケ
ア
を
行
う
機
能
及
び
相
談
 
 

支
援
を
行
う
機
能
（
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
、
 
 

医
療
機
能
に
着
目
し
た
診
療
実
施
施
設
等
）
 
 

u
 
脳
卒
中
 
 

救
急
医
療
の
機
能
、
身
体
機
能
を
回
復
さ
せ
 
 

る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
横
能
及
 
 

び
日
常
生
活
に
復
帰
さ
せ
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
 
 

シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
接
能
 
（
発
症
か
ら
入
院
そ
 
 

し
て
居
宅
等
に
復
帰
す
る
真
で
の
医
療
の
流
 
 

れ
、
医
療
機
能
に
着
目
し
た
診
療
実
施
施
設
（
急
 
 

性
期
・
回
復
期
・
居
宅
等
の
機
能
ご
と
の
医
療
 
 

機
関
）
 
等
）
 
 

且
 
急
性
心
筋
梗
塞
 
 

救
急
医
療
の
機
能
及
び
身
体
機
能
を
回
復
さ
 
 

せ
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
機
能
 
 

（
発
症
か
ら
入
院
そ
し
て
居
宅
等
に
復
帰
す
る
 
 

ま
で
の
医
療
の
流
れ
、
医
療
機
能
に
着
日
し
た
 
 

診
療
実
施
施
設
 
（
急
性
期
・
回
復
期
・
居
宅
等
 
 

の
機
能
ご
と
の
医
療
機
関
）
 
等
）
 
 

圃
 
糖
尿
病
 
 

重
篤
な
疾
病
を
予
防
す
る
た
め
の
生
活
指
導
 
 

を
行
う
機
能
及
び
据
尿
病
に
よ
る
合
併
症
を
含
 
 

め
た
疾
病
の
治
療
を
行
う
機
能
 
（
発
症
か
ら
居
 
 

宅
等
で
継
続
し
て
治
療
す
る
ま
で
の
医
療
の
流
 
 

れ
、
医
療
機
能
に
着
目
し
た
診
療
実
施
施
設
等
）
 
 
 



3 平成19年1て月6日 火曜日   官  報  第4703号  
1∴一一h∴ニ‾∵‾．・▼三∴t土＝已∴．㌔L亡㌔ごl亨T▲’＿二三ま＝巴 ナー「‾た－ご   

等
）
 
 

内
 
災
害
時
に
お
け
る
医
療
 
 

災
害
時
に
被
災
地
へ
出
勤
し
、
迅
速
に
救
命
 
 
 

医
療
を
提
供
す
る
捺
能
、
そ
の
後
避
難
所
等
に
 
 
 

お
い
て
診
療
情
動
を
行
う
機
能
、
被
災
し
て
も
 
 
 

医
療
提
供
を
引
き
続
き
維
持
し
被
災
地
で
の
医
 
 
 

療
提
供
の
拠
点
と
な
る
機
能
及
び
N
B
C
テ
ロ
 
 
 

（
核
兵
器
、
生
物
兵
器
、
化
学
兵
器
等
に
よ
る
 
 
 

テ
ロ
を
い
う
。
）
等
特
殊
な
災
害
に
対
し
医
療
支
 
 
 

援
を
行
う
機
能
 
（
都
道
府
県
内
外
で
の
災
害
発
 
 
 

生
時
の
医
療
の
対
応
 
（
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
 
 
 

（
D
M
A
T
）
 
の
整
備
状
況
と
活
用
計
画
を
含
 
 
 

む
。
）
、
広
域
搬
送
の
方
法
、
後
方
医
療
締
設
の
 
 
 

確
保
、
消
防
・
警
察
等
関
係
機
関
と
の
連
携
、
 
 
 

広
域
災
害
・
救
急
医
原
信
報
シ
ス
テ
ム
の
状
 
 
 

況
、
災
害
拠
点
病
院
の
耐
震
化
・
医
薬
品
の
備
 
 
 

蓄
状
況
、
災
害
に
対
応
し
た
訓
練
計
画
等
）
 
 

咄
 
へ
き
地
の
医
療
 
 

へ
き
地
保
健
医
療
計
画
と
整
合
性
が
と
れ
、
 
 
 

継
続
的
に
へ
き
地
の
医
療
を
支
援
で
き
る
機
能
 
 
 

（
第
十
次
へ
き
地
保
瞳
医
療
対
策
を
踏
ま
え
た
 
 
 

対
応
、
搬
送
・
巡
回
診
療
・
医
師
確
保
等
へ
き
 
 
 

地
の
支
援
方
法
等
に
よ
る
連
携
体
制
等
）
 
 

囲
 
周
産
期
医
療
 
 

正
常
な
分
娩
を
扱
う
楼
能
 
（
高
言
の
生
活
・
 
 
 

保
健
指
導
及
び
新
生
児
の
医
療
相
談
の
機
能
を
 
 
 

含
む
。
）
及
び
高
度
な
診
療
を
要
す
る
リ
ス
ク
の
 
 
 

高
い
分
娩
を
扱
う
機
能
 
（
妊
産
婦
の
状
態
に
応
 
 
 

じ
、
居
宅
等
に
戻
る
ま
で
の
医
療
の
抗
わ
、
病
 
 
 

龍
山
▲
医
療
機
能
に
着
目
し
た
診
療
実
施
施
設
、
 
 
 

総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
と
地
域
の
同
 
 
 

産
期
医
療
の
医
療
連
携
体
制
 
（
搬
送
体
制
を
含
 
 
 

む
J
、
自
治
体
立
病
院
等
の
産
科
に
関
す
る
医
 
 
 

療
資
源
の
集
約
化
二
軍
点
化
等
）
 
 

救
急
医
療
 
 
 

休
日
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
や
二
十
四
時
間
対
 
 

応
す
る
診
療
所
等
で
初
期
の
救
急
医
療
を
提
供
 
 

す
る
標
能
、
警
急
事
補
や
入
院
を
必
要
と
す
る
 
 

救
急
患
者
に
医
療
を
提
供
す
る
機
能
及
び
生
命
 
 

に
か
か
わ
る
重
篤
な
救
急
患
者
に
救
命
医
療
を
 
 

提
供
す
る
機
能
 
（
都
道
府
県
内
の
ブ
ロ
ッ
ク
ご
 
 

と
の
救
急
医
痍
機
関
の
役
割
、
在
宅
当
番
医
制
 
 

又
は
休
日
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
・
入
院
▼
を
要
す
 
 

る
救
急
医
療
機
関
・
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
実
 
 

際
に
搬
送
さ
れ
る
患
者
の
状
態
、
自
動
体
外
式
 
 

除
細
勤
詰
 
（
A
E
D
）
 
等
病
院
前
救
護
体
制
や
 
 

消
防
機
関
と
の
連
携
 
（
病
院
間
搬
送
孝
吉
墾
）
 
 

削
 
小
児
医
療
 
 
 

小
児
の
健
康
状
態
の
相
談
を
行
う
機
能
、
在
 
 
 

宅
当
番
医
制
、
休
日
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
や
二
 
 
 

十
四
時
間
対
応
す
る
診
療
所
等
初
期
の
小
児
救
 
 
 

急
医
疲
を
提
供
す
る
機
能
、
緊
急
手
術
や
入
院
 
 
 

を
必
要
と
す
る
小
児
救
急
患
者
に
医
療
を
提
供
 
 
 

す
る
機
能
及
び
生
命
に
か
か
わ
る
重
篤
な
小
児
 
 
 

救
急
患
者
に
救
命
医
療
を
提
供
す
る
機
能
（
発
 
 
 

症
か
ら
外
来
で
の
通
院
や
入
院
を
経
て
居
宅
等
 
 
 

に
戻
る
ま
で
の
医
療
の
流
れ
、
病
態
・
医
療
機
 
 
 

能
に
着
目
し
た
診
療
実
施
施
設
、
小
児
救
急
医
 
 
 

療
の
提
供
体
制
 
（
在
宅
当
番
医
制
又
は
休
日
夜
 
 
 

間
急
患
セ
ン
タ
ー
・
入
院
■
を
要
す
る
救
急
医
療
 
 
 

機
関
・
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
・
病
院
間
搬
送
・
 
 
 

電
話
相
談
事
業
等
）
 
爪
り
状
況
、
自
治
体
立
病
院
 
 
 

等
の
小
児
科
に
関
す
る
医
療
資
源
の
集
約
化
・
 
 
 

重
点
化
等
）
 
 
 

事
業
ご
と
に
配
慮
す
べ
き
事
項
 
 

H
 
救
急
医
療
に
お
い
て
、
生
命
に
か
か
わ
る
重
 
 
 

篤
な
救
急
患
者
に
救
命
医
療
を
提
供
す
る
機
能
 
 
 

を
有
す
る
医
療
校
閲
で
あ
る
高
度
救
命
救
急
セ
 
 
 

ン
タ
ー
を
医
療
計
画
に
明
示
す
る
場
合
に
は
、
 
 
 

広
範
囲
熱
傷
、
急
性
中
毒
等
の
特
殊
疾
病
の
う
 
 
 

ち
、
特
に
当
該
セ
ン
タ
ー
が
対
応
体
制
を
整
備
 
 
 

し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
記
載
す
る
必
要
が
あ
 
 
 

る
。
な
お
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
都
 
 
 

道
府
県
内
の
セ
ン
タ
ー
一
に
限
ら
ず
、
広
域
的
に
 
 
 

対
応
す
る
隣
接
部
道
府
県
の
セ
ン
タ
｝
を
記
載
 
 
 

す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
 
 

精
神
科
救
急
医
療
に
つ
い
て
は
、
輪
番
制
に
 
 
 

よ
る
緊
急
時
に
お
け
る
適
切
な
医
療
及
び
保
護
 
 
 

の
機
会
を
確
保
す
る
た
め
の
機
能
、
重
度
の
症
 
 
 

状
を
呈
す
る
精
神
科
急
性
期
患
者
に
対
応
す
る
 
 
 

中
核
的
な
セ
ン
タ
ー
犠
能
を
強
化
す
る
こ
と
が
 
 
 

求
め
ら
れ
る
。
 
 

出
 
救
急
医
療
や
災
害
時
に
お
け
る
医
療
に
つ
い
 
 
 

て
は
、
患
者
の
緊
急
度
、
重
症
度
等
に
応
じ
た
 
 
 

適
切
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
救
 
 
 

急
用
自
動
車
は
も
と
よ
り
、
ド
ク
タ
ー
カ
ー
（
必
 
 
 

要
な
機
器
等
を
装
備
し
、
医
師
等
が
同
乗
す
る
 
 
 

こ
と
に
よ
り
救
命
医
療
が
可
能
な
救
急
搬
送
車
 
 
 

両
を
い
う
。
）
、
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
ブ
タ
ー
を
含
 
 
 

む
救
急
患
者
搬
送
用
の
ヘ
リ
コ
ブ
タ
一
等
の
搬
 
 
 

送
手
段
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
救
急
医
癌
の
 
 

救
急
医
療
の
確
保
に
関
す
る
特
別
措
置
法
 
（
平
 
 

確
保
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
 
 

成
十
九
年
法
律
第
百
三
号
）
 
が
成
立
し
た
丁
 
 

、
、
 

を
踏
ま
え
地
域
の
真
情
に
応
じ
同
法
第
l
一
 
 

救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
ブ
タ
ー
を
用
 
 
 

る
。
そ
の
際
、
 
 ○

厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
 
 

次
に
掲
げ
る
組
換
え
D
N
A
技
術
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
生
物
に
つ
い
て
は
、
食
品
、
添
加
物
等
の
規
格
基
準
（
昭
和
 
三
十
四
年
厚
生
省
告
示
第
三
百
七
十
号
）
第
1
A
第
二
款
に
規
定
す
る
安
全
性
書
査
の
手
続
を
経
た
の
で
、
祖
換
え
D
 
 

N
A
技
術
応
用
食
品
及
び
添
加
物
の
安
全
性
審
査
の
手
続
（
平
成
十
二
年
厚
生
省
告
示
第
二
百
三
十
三
号
）
第
三
粂
第
 
 

四
項
の
規
定
に
よ
り
公
表
す
る
。
 
 
 

厚
生
労
働
大
臣
 
舛
添
 
要
一
 
 

平
成
十
九
年
十
一
月
六
日
 
 

琶
落
料
D
Z
A
荘
芸
所
遍
陸
封
浮
望
聖
二
蕃
8
槽
坤
帯
解
轍
3
骨
詫
弾
幕
符
拝
蕃
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離
島
や
へ
き
地
に
お
け
る
医
療
に
つ
い
て
 
 
 

は
、
医
師
等
の
個
人
の
努
力
に
依
存
す
る
の
で
 
 
 

は
な
く
、
へ
き
地
保
健
医
療
対
策
に
基
づ
く
各
 
 
 

般
の
施
策
に
よ
る
充
実
が
必
要
で
あ
り
、
特
に
、
 
 
 

公
的
医
療
校
閲
や
社
会
医
療
法
人
等
の
役
割
の
 
 
 

明
確
化
を
通
じ
、
医
師
等
の
継
続
的
な
派
遣
に
 
 
 

よ
る
支
援
体
制
の
確
立
等
に
努
め
る
。
ま
た
、
 
 
 

各
都
道
府
県
に
お
い
て
、
効
率
的
な
救
急
搬
送
 
 
 

体
制
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
が
必
要
 
 
 

で
あ
る
。
 
 

佃
 
周
産
期
医
療
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
助
産
師
 
 
 

の
活
用
を
図
り
、
診
療
所
や
助
産
所
等
と
リ
ス
 
 
 

ク
の
高
い
分
娩
を
攻
う
病
院
と
の
機
能
の
分
担
 
 
 

条
に
規
定
す
る
救
急
医
象
用
へ
牛
コ
ブ
タ
ー
を
 
 

尉
亘
雪
｝
亘
慧
脅
え
ら
れ
句
1
T
蒜
痩
餞
与
河
 
 

圃
節
句
剋
顛
↓
喝
鞘
嫁
忍
に
撃
つ
や
㌧
越
腐
離
 
 

画
に
同
項
各
号
に
掲
げ
 
 

が
求
め
ら
れ
る
。
引
つ
 
封
減
封
叫
困
療
瑚
叫
恩
措
の
 
 

い
ゆ
る
 
 

イ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
 
 

る
事
項
を
定
め
る
こ
と
 
 

1
1
1
1
r
 
√
－
1
 
ノ
‥
・
－
一
－
一
－
ト
r
【
」
，
t
一
－
亡
■
－
 
【
 
 

し
た
一
連
の
救
急
搬
送
 
 

槍
保
に
当
た
っ
て
は
、
 
 

ー
ル
体
制
の
 
 

児
医
療
」
 
の
下
に
「
（
小
児
救
急
医
療
を
含
む
。
）
、
都
道
府
 
 

県
知
事
が
当
該
都
道
府
県
に
お
け
る
疾
病
の
発
生
の
状
況
 
 

等
に
照
ら
し
て
特
に
必
要
と
認
め
る
医
療
）
」
を
加
え
る
。
 
 

で
あ
る
。
 
 

第
四
の
三
中
 
「
規
定
す
る
」
 
を
「
掲
げ
る
」
に
改
 
 

及
び
業
務
の
連
携
の
充
実
に
琴
牢
号
」
と
が
必
 
 
 

要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
周
産
期
医
療
体
制
の
整
 
 
 

備
を
進
め
る
中
で
、
隣
接
都
道
府
県
と
の
連
携
 
 
 

体
制
を
必
要
に
応
じ
て
確
保
す
る
こ
と
や
救
急
 
 
 

医
療
と
の
連
携
体
制
を
確
保
す
る
こ
と
も
重
要
 
 
 

で
あ
る
。
ま
た
、
N
I
C
U
 
（
新
生
児
集
中
治
 
 
 

療
室
）
 
退
院
後
の
未
熟
児
等
に
対
す
る
後
方
支
 
 
 

援
施
設
等
に
お
け
る
韻
読
的
な
医
療
提
供
体
制
 
 
 

の
構
築
が
必
要
で
あ
る
。
 
 

鳳
 
小
児
医
療
に
つ
い
て
は
、
小
児
科
医
師
や
看
 
 
 

護
師
等
に
よ
る
小
児
救
急
電
話
相
堅
早
業
等
に
 
 
 

よ
る
健
康
相
談
を
支
援
す
る
機
能
を
充
実
さ
せ
 
 
 

る
と
と
も
に
、
診
療
所
が
当
番
制
等
に
よ
り
初
 
 
 

期
の
小
児
救
急
医
療
を
二
十
四
時
間
体
制
で
担
 
 
 

う
こ
と
を
通
じ
て
、
拠
点
と
な
る
病
院
が
重
症
 
 
 

の
小
児
救
急
患
者
に
重
点
的
に
対
応
す
る
こ
と
 
 
 

を
可
能
と
す
る
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要
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